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会
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席
は
、

市
川
英
治
会
長
、
齋
藤
公
男
関
東
北
支
部
長
代

理
、
西
垣
泰
幸
副
会
長
（
東
海
支
部
長
）、
花

尻
忠
夫
副
会
長
（
近
畿
支
部
長
）、
秋
山
順
一

副
会
長
（
四
国
支
部
長
）、
佐
藤
耕
三
九
州
支

部
長
代
理
、
庄
子
富
雄
東
北
支
部
長
、
安
部
政

明
奥
羽
支
部
長
代
理
、山
村
達
夫
北
陸
支
部
長
、

山
下
薫
中
国
支
部
長
。

ま
た
林
野
庁
か
ら
は
木
材
産
業
課
の
飛
山
龍

一
課
長
、
同
課
橋
爪
一
彰
課
長
補
佐
、
業
務
課

の
渕
上
和
之
課
長
、
同
課
宇
山
雄
一
課
長
補
佐

に
ご
出
席
頂
い
た
。
会
議
で
は
、
初
め
に
両
課

長
か
ら
お
話
し
を
伺
い
、
続
い
て
支
部
毎
の
木

材
市
況
等
を
ご
報
告
頂
い
た
う
え
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

市
川
会
長
は
、「
24
年
度
の
補
正
予
算
に
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事

業
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
促
進
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
木
材
需
要
拡
大
に
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
当
連
盟
は
、
合

法
木
材
供
給
事
業
者
の
認
定
の
た
め
、
こ
の
春

か
ら
書
面
開
催
を
含
め
数
回
の
「
合
法
木
材
供

給
事
業
者
認
定
委
員
会
」
を
開
催
し
、
新
た
に

約
50
社
を
新
規
登
録
し
た
。
都
道
府
県
段
階
で

認
定
を
受
け
た
会
員
を
加
え
る
と
、
全
市
連
関

係
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
事
業
者
数
が
増
加
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
若
干
、
気
に
な
る
の
は
新
設

住
宅
着
工
数
が
４
年
連
続
で
増
加
し
た
が
、
木

材
の
総
需
要
量
は
約
２
０
０
万
㎥
減
少
し
た
こ

と
で
あ
る
。
木
造
率
は
高
止
ま
り
し
て
い
る
の

で
、
在
庫
の
関
係
な
の
か
、
あ
る
い
は
木
造
住

宅
へ
の
木
材
利
用
に
変
化
が
出
て
い
る
の
か
。

そ
こ
ら
は
、
今
後
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
が
、
私
た
ち
は
木
材
利
用
促
進
に
向
け
最

大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
役
員

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
が
ス
タ
ー
ト

８
月
22
日
　
東
京
木
材
市
場

第
41
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の

式
典
が
８
月
22
日
（
木
）、東
京
木
材
市
場
（
株
）

で
開
催
さ
れ
、
特
別
記
念
講
演
と
し
て
、
林
野

庁
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
室
の
赤
羽
元
（
あ
か
は

ね　

げ
ん
）
課
長
補
佐
に
よ
る
木
材
利
用
ポ
イ

ン
ト
事
業
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
、
買
方
と
主
催
３
団
体
関
係
者
約

50
名
。
来
賓
は
、東
京
都
産
業
労
働
局
担
当
官
、

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
会
長
の
吉
条
良
明
会

長
（
全
木
連
会
長
）、
東
京
中
央
木
材
市
場
飯

島
義
男
専
務
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
国
木
材
市
売
買
方

組
合
連
盟
の
早
川
金
光
副
会
長
が
、
７
日
の
審

査
結
果
の
公
表
を
含
め
挨
拶
し
た
。

ま
た
吉
条
良
明
会
長
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工

場
は
現
在
、
４
８
４
工
場
と
な
り
、
５
年
前
の
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（会員は会費に含まれています。）

４
３
０
工
場
に
比
べ
54
工
場
増
え
た
。
構
造
材

の
機
械
等
級
区
分
の
増
加
な
ど
が
そ
の
要
因
で

あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
を
利
用
す
る
環
境
は

整
っ
て
き
て
い
る
。
公
共
建
築
物
等
に
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
材
品
を
使
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
に
よ
り
木
材

利
用
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。木
材
利
用
は
、

地
球
環
境
保
全
に
有
効
で
あ
る
。
関
係
者
が
一

丸
と
な
っ
て
木
材
利
用
の
促
進
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
も
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

の
定
着
が
必
要
で
あ
る
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

最
後
に
、
開
催
市
場
の
市
川
英
治
社
長
が
、

挨
拶
し
、
式
典
を
終
え
た
。

【
特
別
記
念
講
演
会
】

特
別
記
念
講
演
会
で
赤
羽
課
長
補
佐
は
、
木

材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
背
景
や
実
施
の
ね
ら

い
、制
度
の
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

そ
の
中
で
同
氏
は
、「
国
内
的
に
は
戦
後
、

森
林
の
荒
廃
に
よ
る
資
源
的
な
制
約
な
ど
を
受

け
、
木
材
利
用
を
抑
制
す
る
考
え
方
が
主
流
と

な
り
、
大
規
模
な
建
築
物
か
ら
木
造
が
排
除
さ

れ
る
と
と
も
に
、
大
学
で
も
木
造
建
築
に
つ
い

て
教
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
近
年
、
森
林
資
源

が
成
熟
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
球
環
境
的
な
観

点
か
ら
も
、
世
界
的
に
木
材
の
利
用
が
改
め
て

注
目
を
集
め
て
お
り
、
24
年
度
補
正
予
算
で
木

材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
措
置
さ
れ
４
月
か
ら

具
体
化
し
た
」
と
語
っ
た
。

ま
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
に
つ
い
て
、「
木
材
の
利

用
拡
大
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
木
材
と
深
い

関
わ
り
の
な
か
っ
た
方
々
に
木
材
を
理
解
し
て

使
っ
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は

木
材
の
規
格
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
が
必
要
で
あ

り
、Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
は
大
き
な
足
が
か
り
に
な
る
。

川
上
か
ら
川
下
ま
で
木
材
に
携
わ
る
す
べ
て
の

関
係
者
が
お
互
い
に
意
思
疎
通
を
図
り
な
が

ら
、
一
致
団
結
し
て
木
材
の
利
用
拡
大
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

【
審
査
会
】

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
審
査
会
は
７
日
（
水
）、

富
田
文
一
郎
審
査
委
員
長
（
日
本
木
材
加
工
技

術
協
会
会
長
）
を
は
じ
め
東
京
都
、
林
野
庁
並

び
に
関
係
者
20
名
余
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、

６
社
か
ら
出
品
さ
れ
た
約
１
４
０
立
方
㎥
の
製

品
を
対
象
に
厳
格
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

平
成
25
年
度
第
１
回

正
副
会
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催

当
連
盟
は
８
月
５
日
（
月
）、
日
本
森
林
林

業
振
興
会
々
議
室
（
東
京
都
文
京
区
・
林
友
ビ

ル
）
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
第
１
回
の
正
副

挨拶する早川副会長

赤羽課長補佐による講演
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の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
努

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

（
飛
山
課
長
）

続
い
て
議
事
に
入
り
、
は
じ
め
に
飛
山
課
長

か
ら
、「
原
木
市
売
り
市
場
の
機
能
と
原
木
流

通
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
」
に
つ
い
て
お
話

し
頂
い
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

原
木
市
場
は
、
木
材
価
格
を
適
正
に
決
め
、

利
益
を
山
元
に
還
元
し
て
き
た
。そ
の
機
能
は
、

集
荷
、
選
木
・
仕
分
け
、
販
売
、
在
庫
管
理
、

積
込
み
・
発
送
、
与
信
、
価
格
形
成
、
販
売
調

整
、
情
報
伝
達
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
経
済
環
境
の
変
化

に
伴
っ
て
重
要
に
な
っ
た
機
能
と
、
逆
に
必
要

性
が
薄
ま
っ
た
機
能
が
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、

木
材
価
格
の
低
下
に
よ
り
、
木
材
価
格
に
占
め

る
流
通
経
費
の
割
合
が
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い

る
。製

材
工
場
の
大
型
化
や
合
板
工
場
の
国
産
材

利
用
に
よ
り
原
木
需
要
の
大
口
化
が
進
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
大
口
需
要
に
応
え
る
た
め
、
原

木
市
場
が
、
素
材
生
産
業
者
、
森
林
組
合
と
連

携
し
、
大
口
需
要
者
に
定
価
販
売
す
る
動
き
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
素
材
生
産
者
等
が
大
口
需

要
者
に
直
送
す
る
動
き
や
、
大
口
の
需
要
者
と

供
給
側
と
の
間
に
商
社
が
入
っ
て
取
引
が
行
わ

れ
る
な
ど
の
状
況
が
出
て
き
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
で
は
、
原
木
市
場
は
、
こ
う
し

た
環
境
の
変
化
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
流
通
対
策
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
。

（
渕
上
課
長
）

続
い
て
渕
上
課
長
に
、
国
有
林
野
事
業
に
つ

い
て
お
話
し
頂
い
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

国
有
林
野
部
に
は
３
課
あ
り
、
業
務
課
は
木

材
供
給
を
含
む
事
業
系
の
業
務
を
担
当
し
て
い

る
。
４
月
か
ら
一
般
会
計
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
、本
日
は
新
生
国
有
林
の
ご
紹
介
を
し
た
い
。

国
有
林
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一

層
の
推
進
と
森
林
・
林
業
行
政
へ
の
貢
献
を
目

指
し
て
、
森
林
整
備
の
推
進
、
山
地
災
害
防
止
、

生
物
多
様
性
の
保
全
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
を

展
開
し
て
い
る
。

国
有
林
材
の
供
給
は
、
丸
太
で
販
売
す
る
素

材
販
売
２
３
６
万
㎥
（
24
年
度
見
込
み
、
以
下

同
じ
。）、
立
木
で
販
売
す
る
立
木
販
売
84
万
㎥

の
２
つ
に
わ
か
れ
る
。
国
産
材
の
供
給
量
に
し

め
る
国
有
林
材
の
シ
ェ
ア
は
、
全
国
平
均
で
は

２
割
弱
（
約
18
％
）。
丸
太
販
売
の
う
ち
、

95
％
が
間
伐
、
半
数
ほ
ど
の
１
１
１
万
㎥
が
シ

ス
テ
ム
販
売
で
あ
る
。

本
庁
も
森
林
管
理
局
も
「
販
売
」
と
い
う
言

葉
が
「
供
給
」
に
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
安
定
供
給
」
を
通
じ
た
貢
献
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
、「
安
定
供
給
」
と
「
一
般
林
政
へ

の
貢
献
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
林
政
の
重
要
課
題
は
、
丸
太
の
価
格
が

な
か
な
か
上
昇
し
な
い
現
実
の
中
で
、
ど
う
す

れ
ば
森
林
所
有
者
に
利
益
を
還
元
（
山
に
金
を

返
す
）
で
き
る
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と

で
き
な
い
と
森
林
所
有
者
は
森
林
管
理
を
放
棄

す
る
恐
れ
が
あ
る
。国
有
林
が
モ
デ
ル
に
な
り
、

成
功
事
例
を
つ
く
っ
て
民
有
林
に
も
広
め
て
ゆ

き
た
い
。
国
有
林
が
一
般
会
計
に
な
っ
て
、
安

売
り
に
な
ら
な
い
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者
に
お
金
が
返
っ
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
と
い
う
の
が
方
針
で
あ
る
。

昨
年
の
価
格
下
落
の
際
、
国
有
林
の
供
給
が

多
い
の
で
価
格
が
下
が
っ
た
と
い
わ
れ
た
記
憶

が
あ
る
。
こ
の
春
先
も
、
国
有
林
の
出
材
が
多

い
の
で
価
格
が
下
が
る
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
真

意
を
伺
っ
た
り
し
た
が
、「
点
」
の
よ
う
な
話

で
は
な
く
、
も
う
少
し
多
く
の
方
の
話
を
聞
き

た
い
。
国
有
林
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
な
ど

を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
話
を
伺
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

お
茶
の
缶
に
は
国
産
茶
葉
と
書
い
て
あ
る
。

原
料
の
茶
葉
代
金
は
非
常
に
安
い
が
、
外
国
産

な
ら
も
う
少
し
安
い
。
で
も
国
産
茶
葉
が
い
い

と
い
う
こ
と
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
木
材
に
つ

い
て
も
、
国
産
材
マ
ー
ク
を
使
っ
て
い
こ
う
と

い
う
運
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

各
地
の
木
材
市
況
等
に
つ
い
て

続
い
て
支
部
毎
に
木
材
需
給
の
動
向
、
要
望

等
を
ご
報
告
頂
い
た
。
紙
面
の
制
約
が
あ
る
の

で
、要
点
の
み
の
ご
紹
介
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

（
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
次
号
以
降
と
す
る
。

文
責
中
山
）

（
東
北
支
部
）

プ
レ
カ
ッ
ト
は
忙
し
い
が
そ
れ
以
外
の
動
き

は
思
わ
し
く
な
い
。
国
産
材
、外
材
の
価
格
は
、

今
後
若
干
上
向
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

宮
城
県
の
最
優
先
課
題
は
、
災
害
復
旧
で
あ

り
、
被
災
戸
数
23
万
６
千
戸
の
う
ち
、
県
の
見

込
み
で
は
、
民
間
（
自
力
）
に
よ
る
復
旧
が
57

千
戸
、
災
害
公
営
住
宅
が
15
千
戸
程
度
。
25
年

度
が
本
格
ス
タ
ー
ト
で
27
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
終
了
予
定
。
土
地
問
題
が
絡
む
の
で
、
少
し

ず
れ
込
む
か
も
知
れ
な
い
。人
手
不
足
も
あ
る
。

災
害
公
営
住
宅
の
な
か
で
、
木
造
は
３
割
程

度
の
５
０
０
戸
の
見
込
み
。
県
産
材
の
利
用
を

土
木
サ
イ
ド
は
当
初
７
割
と
見
込
ん
だ
が
、
４

割
程
度
に
落
ち
着
く
見
込
み
。
県
内
に
は
乾
燥

Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
は
１
社
し
か
な
い
の
で
、
木
材
を

乾
燥
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
指
定
す
る
と
対
応
が
難
し
い
。

県
産
材
の
認
証
は
、「
み
や
ぎ
材
利
用
セ
ン

タ
ー
」
が
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
。

（
奥
羽
支
部
）

県
内
の
製
材
工
場
、
木
材
市
場
の
減
少
、
そ

れ
に
大
工
の
減
少
が
続
く
の
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直

交
集
成
板
）
利
用
の
方
向
に
進
ま
ざ
る
を
得
な

い
。
雪
害
な
ど
が
あ
り
、
山
形
県
産
の
無
垢
材

の
安
定
供
給
は
課
題
が
多
い
。

大
手
メ
ー
カ
ー
と
、
地
元
の
温
海
森
林
組
合

が
連
携
し
て
集
成
材
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

合
板
は
、
自
県
産
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

森
林
問
題
を
身
内
だ
け
で
考
え
る
時
代
は
終

わ
っ
た
。
市
、
県
の
審
議
会
に
は
女
性
委
員
が

増
え
、
森
林
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
頂
い
て
い

る
が
、
そ
う
し
た
方
々
に
十
分
な
説
明
が
で
き

て
お
ら
ず
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
担
当
者
も
、
県
産
材
利
用
の
意
義
な

ど
を
知
ら
な
い
。
森
林
、
木
材
の
問
題
を
徹
底

し
て
教
え
、
県
産
材
利
用
、
国
産
材
利
用
の
認

識
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
国
に
も
そ
う

し
た
取
り
組
み
を
要
望
し
た
い
。

皆
伐
は
、
間
伐
に
比
べ
多
用
途
の
材
を
生
産

し
、
伐
採
後
の
更
新
を
伴
う
利
点
が
あ
る
。
意

識
の
高
い
人
は
関
心
を
持
つ
が
、
身
内
の
関
係

者
は
間
伐
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
が

多
い
。
林
野
庁
に
も
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

（
関
東
北
支
部
、
会
員
資
料
を
配
布
）

福
島
県
は
放
射
能
問
題
が
あ
る
。
最
近
は
風

評
被
害
の
懸
念
は
少
し
薄
ら
い
だ
が
、
原
発
問

題
が
収
束
し
な
い
の
で
油
断
は
で
き
な
い
。
こ

の
た
め
、
各
市
場
で
は
、
県
木
連
か
ら
の
委
託

で
、
月
１
回
丸
太
表
面
の
放
射
線
量
と
樹
皮
の

放
射
能
濃
度
を
測
定
し
、
記
録
し
て
お
り
、
必

要
が
あ
れ
ば
証
明
書
を
つ
け
出
荷
し
て
い
る
。
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避
難
区
域
が
30
キ
ロ
か
ら
20
キ
ロ
に
縮
小

し
、
木
材
生
産
の
区
域
が
広
が
る
。
放
射
線
量

の
証
明
が
課
題
と
な
る
が
、
県
木
連
の
や
り
方

を
適
用
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。

木
材
価
格
は
、
平
（
た
い
ら
）
木
材
市
場
の

場
合
、
昨
年
の
今
頃
よ
り
や
や
高
め
だ
が
、
さ

ら
に
少
し
上
昇
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

引
き
続
き
県
産
材
の
安
全
性
を
設
計
者
、
建

築
業
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
に
は
、
国
有
林
材
の
安
定
供
給
を
お
願
い

し
た
い
。
市
場
流
通
材
は
、
低
質
材
、
小
径
材

が
中
心
で
あ
り
、
制
度
資
金
等
に
よ
る
支
援
措

置
を
希
望
す
る
。

（
関
東
支
部
、
会
員
資
料
を
配
布
）

東
京
木
材
市
場
協
会
の
資
料
は
後
程
ご
覧
頂

き
た
い
。
事
務
局
試
案
を
説
明
し
た
い
。

大
口
需
要
者
に
と
っ
て
、
木
材
市
場
を
通
じ

た
取
引
の
ネ
ッ
ク
は
、
セ
リ
売
り
を
基
本
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
会
員
は
Ｂ

材
等
の
販
売
で
実
践
し
て
い
る
が
、
今
回
の
試

案
の
骨
子
は
、
①
会
員
市
場
や
森
組
系
統
が
連

携
し
て
、大
手
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
、

②
品
質
・
量
・
価
格
の
安
定
取
引
を
実
施
す

る
、
③
流
通
コ
ス
ト
低
減
の
工
夫
を
行
う
、
の

３
点
を
基
本
に
木
材
市
場
の
販
売
メ
ニ
ュ
ー
を

さ
ら
に
拡
大
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

【
製
品
市
場
】

外
材
製
材
品
は「
事
前
の
先
物
契
約
」と「
港

湾
等
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
」
に
よ
り
安
定
取
引

を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
国
産
材
は
国
内
の
生

産
・
加
工
・
流
通
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

注
文
す
れ
ば
短
時
間
で
製
品
が
届
く
。
相
場
で

取
引
さ
れ
る
の
で
、
輸
入
材
に
比
べ
短
期
的
な

市
況
に
影
響
さ
れ
や
す
い
実
態
が
あ
る
。
そ
こ

で
（
既
存
の
市
で
の
取
引
と
は
別
に
、）
全
国

の
会
員
市
場
、
問
屋
、
買
方
等
が
連
携
し
て
、

特
定
の
大
口
需
要
者
を
相
手
に
、
外
材
並
の
安

定
取
引
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

全
市
連
会
員
が
連
携
し
て
全
国
ネ
ッ
ト
で
取

り
組
む
こ
と
で
、①
原
木
・
製
品
市
場
の
連
携
、

②
原
木
市
場
と
森
林
所
有
者
、
素
材
生
産
業
者

と
の
つ
な
が
り
を
活
用
し
、
質
・
量
・
価
格
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
商
社
に
な
い
強
み
を
発

揮
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
課
題
も
多
く
、会
員
相
互
の
提
携
、

製
品
倉
庫
の
活
用
、
在
庫
管
理
や
品
質
規
格
の

統
一
（
品
揃
え
・
輸
送
管
理
、
需
要
者
が
求
め

る
品
質
の
品
揃
え
）、
決
済
方
法
・
金
融
機
関

の
違
い
、
受
注
管
理
、
昨
年
の
よ
う
に
材
価
が

急
落
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
な
ど
を
ど
う

す
る
か
。
木
材
市
場
は
、
そ
う
し
た
取
引
を
行

わ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
需
要
者
側
（
大
型
製

材
、
集
成
材
、
合
板
）
に
ど
う
理
解
し
て
も
ら

う
か
。全
体
の
調
整
役
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
。

関
連
し
て
大
型
製
材
工
場
か
ら
大
量
に
入
荷
す

る
規
格
外
製
品
の
流
通
と
商
品
化
な
ど
の
課
題

な
ど
が
多
く
、
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る

に
は
、
こ
れ
ら
の
克
服
が
必
須
と
な
る
。

【
原
木
市
場
】

（
地
元
製
材
工
場
へ
の
素
材
供
給
と
は
別

に
、）
大
手
の
需
要
者
が
求
め
る
原
木
の
安
定

供
給
の
た
め
、
会
員
市
場
が
連
携
し
て
一
定
量

の
原
木
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
行
う
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。
そ
の
具
体
化
に
は
、
各
市

場
の
仕
分
け
・
選
別
の
規
格
の
統
一
や
、
販
売

価
格
の
決
定
方
法
の
標
準
化
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
仮
に
新
規
展
開
を
目
指
す
に
も
、
需
要

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
製

材
品
の
取
引
と
同
様
、
調
整
役
の
存
在
が
重
要

な
ど
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

【
今
後
の
進
め
方
】

試
案
に
つ
き
、で
き
る
だ
け
多
く
の
ご
意
見
、

ご
指
摘
を
頂
き
た
い
。
さ
ら
に
検
討
を
深
め
次

期
理
事
会
に
諮
り
た
い
。

（
北
陸
支
部
、
市
況
に
関
す
る
資
料
を
配
布
）

福
井
県
木
材
市
売
協
同
組
合
は
、
製
材
品
が

昨
年
同
期
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
木
材

利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
等
の
影
響
で
、
他
県
産
材

が
流
入
し
た
影
響
と
の
見
方
が
あ
る
。
ま
た
取

扱
量
は
増
加
し
た
が
、価
格
が
下
が
っ
て
い
る
。

「
森
林
整
備
事
業
」
に
よ
る
低
価
格
の
原
木
増

加
の
影
響
と
み
て
い
る
。

合
法
木
材
ま
た
は
県
産
材
の
証
明
の
た
め
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
い
木
材
の
履
歴
を
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
を
４
月
か
ら
導
入
し
た
。
自
給
率
向

上
を
目
指
し
て
、
地
元
の
間
伐
材
の
出
材
が
増

え
、木
材
価
格
の
低
下
が
進
行
し
て
い
る
、チ
ッ

プ
材
も
滞
貨
し
て
い
る
。
計
画
さ
れ
て
い
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
年
間
10
万
㎥
（
福
井
県
の

消
費
量
の
２
倍
半
）
の
Ｃ
材
を
消
費
す
る
見
込

み
。
需
要
の
少
な
い
Ａ
、
Ｂ
材
の
用
途
拡
大
が

必
要
で
あ
る
。
地
元
も
努
力
す
る
が
、
国
に
も

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

一
方
で
浅
川
ダ
ム
の
建
設
で
、
支
障
木
が
大

量
に
出
る
見
込
み
で
あ
り
、
地
域
の
適
正
な
木

材
需
給
を
損
わ
な
い
よ
う
な
工
夫
が
必
要
。

（
東
海
支
部
、
市
況
に
関
す
る
資
料
を
配
布
）

並
材
は
、製
材
工
場
と
協
定
（
事
前
取
決
め
）

価
格
で
取
引
し
て
い
る
。
間
伐
材
も
、
各
市
場

で
事
前
取
決
め
販
売
（
付
売
・
直
送
を
含
む
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。

並
材
の
山
元
価
格
の
引
き
上
げ
は
難
し
い

が
、
元
玉
、
二
番
玉
な
ど
の
役
物
は
、
現
物
熟

覧
の
上
で
有
利
販
売
を
心
が
け
て
い
る
。
一
方

で
、
役
物
の
使
用
箇
所
が
限
定
さ
れ
て
き
て
お

り
需
要
開
発
が
急
務
で
あ
る
。
特
に
、
ヒ
ノ
キ

無
垢
板
の
販
売
に
力
を
入
れ
て
、
製
材
所
の
手

取
り
ア
ッ
プ
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
木
材
市

場
は
、
大
手
製
材
所
の
規
格
外
商
品
の
販
売
に

努
力
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
が
適
正
に
評
価
さ

れ
て
い
な
い
。

国
に
は
、
木
材
価
格
の
下
げ
に
つ
な
が
る
搬

出
間
伐
へ
の
補
助
金
、
木
材
の
流
入
地
域
の
木

材
需
給
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
流
通
支
援
経
費

を
改
め
る
よ
う
要
望
し
た
い
。
価
格
低
下
は
循

環
利
用
に
よ
く
な
い
影
響
を
与
え
る
。

ま
た
急
峻
地
域
の
木
材
搬
出
に
活
躍
し
て
き

た
架
線
集
材
技
術
に
対
す
る
助
成
が
大
切
。
間

伐
か
ら
主
伐
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
、
間
伐
に
対

す
る
補
助
金
を
植
林
・
育
林
経
費
に
対
す
る
支

援
に
回
し
て
頂
き
た
い
。
さ
ら
に
、
国
産
材
、

外
材
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
よ
り
合
理

的
な
共
生
の
道
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

（
近
畿
支
部
）

大
阪
仲
買
組
合
の
組
合
員
数
、
木
材
市
場
の

売
り
上
げ
は
大
幅
な
減
少
を
し
て
い
る
。

府
木
連
は
、
耐
震
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

前
京
都
大
学
川
田
教
授
に
お
願
い
し
て
、
買
方

の
仕
事
の
確
保
と
山
を
守
る
た
め
、
壁
柱
材
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
自
民
党
幹
部

に
お
会
い
し
た
際
は
、
森
林
の
役
割
や
木
材
価

格
、
林
業
の
現
状
を
お
話
し
し
た
。
大
都
市
だ

け
で
な
く
、
地
方
を
元
気
に
す
る
た
め
林
業
を

活
性
化
し
て
頂
き
た
い
と
要
請
、
党
の
参
議
院

選
公
約
に
「
新
し
い
林
業
」
を
加
え
て
頂
い
た
。

木
材
業
界
の
窮
状
の
一
因
は
、
木
材
需
要
が

少
な
い
こ
と
、
木
材
価
格
が
安
す
ぎ
て
林
業
を

ダ
メ
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
国
民
の
80
％

が
木
造
住
宅
に
住
み
た
い
と
言
う
の
に
、
森
や

木
材
の
こ
と
と
な
る
と
関
心
が
低
い
。
そ
の
責

任
の
一
端
は
業
界
に
も
あ
る
。
行
政
、
業
界
が

力
を
あ
わ
せ
て
、
木
材
が
健
康
に
優
れ
て
い
る
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こ
と
、
木
材
の
価
格
は
高
く
な
い
こ
と
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
民
全
体
で
森
を

守
る
た
め
、
も
っ
と
木
材
を
使
お
う
と
い
う
こ

と
を
、
さ
ら
に
伝
え
て
行
き
た
い
。

（
中
国
支
部
、
会
員
資
料
を
配
布
）

昨
年
に
比
べ
て
今
年
の
供
給
量
は
多
い
が
、

価
格
は
順
調
だ
。
県
北
に
５
市
場
あ
っ
て
35
万

㎥
扱
っ
て
お
り
、
製
材
量
は
40
万
㎥
。
他
地
域

か
ら
仕
入
れ
た
原
木
を
加
工
し
て
他
県
に
販
売

し
て
実
情
が
あ
る
の
に
、「
地
域
材
」
の
縛
り

は
好
ま
し
く
な
い
の
で
工
夫
が
必
要
。

原
木
の
安
定
供
給
に
関
し
て
は
、
県
北
は
新

生
産
シ
ス
テ
ム
を
導
入
せ
ず
、
森
林
組
合
・
素

材
生
産
か
ら
原
木
市
場
、
製
材
所
、
製
品
市
場
、

消
費
者
へ
の
木
材
の
流
れ
を
太
く
し
よ
う
と
行

政
を
含
む
関
係
者
が
話
し
合
い
を
重
ね
て
き

た
。
森
林
組
合
が
民
有
林
の
団
地
化
に
取
り
組

み
伐
採
は
素
材
生
産
業
者
が
行
う
、
こ
と
で
山

元
に
利
益
を
還
元
で
き
て
い
る
。
た
だ
伐
採
が

間
伐
主
体
に
な
っ
て
、
資
源
の
林
齢
が
偏
り
、

将
来
が
心
配
だ
と
い
う
声
が
強
い
。

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
の
た
め
、
当
社
は
20
㎝

以
下
の
原
木
は
、
１
本
単
位
で
価
格
決
定
す
る

方
向
に
あ
り
、
仕
分
け
は
顧
客
の
求
め
に
あ
わ

せ
、
き
め
細
か
く
行
っ
て
い
る
。

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
継
続
を
要
望
し

た
い
。

（
四
国
支
部
、
会
員
資
料
を
配
布
）

高
知
県
は
、
高
齢
級
ヒ
ノ
キ
材
が
減
少
し
、

戦
後
植
林
さ
れ
た
50
年
生
前
後
の
間
伐
材
が
主

体
と
な
る
。
さ
ら
に
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
比
率
が

平
成
18
年
に
比
べ
24
年
は
ス
ギ
６
割
、
ヒ
ノ
キ

４
割
と
逆
転
し
た
。

ス
ギ
材
は
、
震
災
前
の
安
値
水
準
（
約
２
千

円
落
ち
）
の
ま
ま
。
ヒ
ノ
キ
は
、
震
災
前
の
価

格
に
近
く
な
っ
た
が
、し
ば
ら
く
下
落
が
続
き
、

今
は
５
～
６
千
円
／
㎥
の
落
ち
込
み
が
続
い
て

い
る
。

９
月
か
ら
大
豊
製
材
が
稼
働
を
始
め
る
。
県

内
の
原
木
市
場
２
社
と
森
林
共
販
所
７
箇
所
等

か
ら
直
送
で
当
面
５
万
㎥
を
供
給
す
る
こ
と
に

な
る
。
価
格
は
、
３
ヶ
月
毎
に
市
況
動
向
を
反

映
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。
買
上
げ
価
格
次
第

で
、
県
中
央
部
の
民
材
が
大
豊
製
材
に
集
中
す

る
可
能
性
が
あ
る
し
、
素
材
の
全
体
的
な
底
上

げ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

安
定
供
給
対
策
と
し
て
、
県
の
斡
旋
で
生
産

者
と
市
場
・
市
場
と
製
材
所
と
協
定
を
結
び
、

素
材
運
賃
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
荷
主
の
了
解
を
得
て
買
い
主
と

協
議
し
て
価
格
を
決
め
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
Ｂ
材

等
の
定
価
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

（
九
州
支
部
）

最
近
の
当
社
の
販
売
実
績
は
、
製
品
は
セ
リ

２
割
、
つ
け
売
等
８
割
、
原
木
は
逆
に
セ
リ
８

割
、
つ
け
売
等
２
割
の
傾
向
で
あ
る
。

地
元
の
大
型
製
材
工
場
へ
は
、
県
木
連
、
県

森
連
、
県
内
原
木
市
場
が
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。製
材
品
は
乾
燥
材
の
比
率
が
増
え
て
い
る
。　

プ
レ
カ
ッ
ト
流
通
は
忙
し
い
が
、
市
場
の
製

材
品
は
売
れ
行
き
が
悪
い
。
原
木
供
給
は
、
昨

年
の
経
験
も
あ
っ
て
、
抑
制
気
味
で
推
移
し
て

お
り
、
最
近
は
価
格
も
徐
々
に
持
ち
直
し
て
い

る
。
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
事
業
者
登

録
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。

国
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
、
県
、
県
木
連
、

県
森
連
と
と
も
に
木
材
市
場
も
協
力
し
て
情
報

交
換
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
公
共
工
事
に
お

け
る
木
材
利
用
は
地
域
材
使
用
が
増
え
て
お

り
、
大
型
の
木
造
建
築
は
地
域
で
チ
ー
ム
を
組

ん
で
、
設
計
段
階
か
ら
参
加
し
、
木
材
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
助
言
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
適
正
な
木
材
利
用
を
広
げ
る
工
夫
を
し
て

い
る
。
木
材
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
県
の
柱
材
プ
レ

ゼ
ン
ト
、学
生
対
象
の
木
造
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
、

大
型
木
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
続
け
ら
れ
て
お

り
、
業
界
も
、
木
材
Ｐ
Ｒ
活
動
、
募
金
活
動
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
出
荷
者

な
ど
に
１
回
百
円
を
出
し
て
頂
き
、
こ
れ
に
県

の
予
算
を
加
え
て
８
０
０
万
円
ほ
ど
の
財
源
を

つ
く
り
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
で
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
海
外
輸
出
も
進
行

し
て
い
る
。
国
へ
は
、シ
ス
テ
ム
販
売
の
価
格
、

委
託
量
の
確
保
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
の
継
続

実
施
と
同
資
料
の
簡
素
化
を
要
望
し
た
い
。

平
成
25
年
度
理
事
会
の
日
程
等

以
上
の
ほ
か
、
①
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
Ｓ
展
の

日
程
、
②
平
成
25
年
度
第
２
回
理
事
会
は
、
11

月
18
日
（
月
）
と
す
る
、③
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
習
会
は
26
年
２
月
７（
金
）～
８
日（
土
）

木
材
合
板
博
物
館
（
東
京
）、
14
日
～
15
日
大

阪
仲
買
協
同
組
合
（
大
阪
）
と
す
る
、
⑤
も
く

ア
ド
の
集
い
の
実
施
を
検
討
す
る
、
⑥
全
市
連

時
報
の
原
稿
執
筆
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
了
承

を
得
た
。

【
林
野
庁
人
事
異
動
】（
平
成
25
年
７
月
２
日

付
け
）
次
長
（
大
臣
官
房
審
議
官
国
際
）
宮
原

章
人
、
北
海
道
森
林
管
理
局
長
（
森
林
整
備
部

長
）
古
久
保
英
嗣
、
関
東
森
林
管
理
局
長
（
水

産
庁
資
源
管
理
部
長
）
須
藤
徳
之
、
東
北
森
林

管
理
局
長
（
治
山
課
長
）
黒
川
正
美
、
森
林
整

備
部
長
（
計
画
課
長
）
本
郷
浩
二
、
計
画
課
長

（
環
境
省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課
長
）
桂
川

裕
樹
、
林
野
庁
付
（
北
海
道
森
林
管
理
局
長
）

津
元
頼
光
、
退
職
（
東
北
森
林
管
理
局
長
）
矢

部
三
雄

富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
か
ら
ふ
た

月
あ
ま
り
が
過
ぎ
た
。
登
録
の
正
式

名
称
は
「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象
と

芸
術
の
源
泉
」
で
あ
る
。
世
界
遺
産

に
は
自
然
遺
産
と
文
化
遺
産
が
あ

る
。
雄
大
な
自
然
を
備
え
た
富
士
山

は
自
然
遺
産
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
。

▽
だ
か
ら
初
め
は
、自
然
遺
産
を
目
指
し
た
が
、

ゴ
ミ
問
題
や
開
発
が
登
録
を
阻
ん
だ
と
聞
く
。

一
方
で
古
来
、
こ
の
山
は
「
霊
峰
富
士
」
と
し

て
山
岳
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
浮
世
絵
な
ど
に
多

く
描
か
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
文
化
遺
産
と
し
て

の
登
録
を
目
指
す
方
針
に
切
り
替
え
、
こ
れ
が

功
を
奏
し
た
。
今
回
で
日
本
の
世
界
遺
産
は
、

13
件
の
文
化
遺
産
と
４
件
の
自
然
遺
産
を
あ
わ

せ
て
17
件
と
な
る
。
▽
ま
だ
富
士
が
世
界
に
知

ら
れ
る
前
。
つ
ま
り
古
い
時
代
の
外
国
人
訪
問

者
は
富
士
を
ど
う
見
た
か
。
江
戸
末
期
に
来
日

し
た
英
国
人
ロ
バ
ー
ト
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
の
『
幕

末
日
本
探
訪
記
―
江
戸
と
北
京
』
や
、
明
治
初

期
に
来
日
し
た
英
国
人
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ

バ
ー
ド
の
「
日
本
奥
地
紀
行
」
に
そ
れ
が
あ
る
。

予
想
ど
お
り
両
者
は
富
士
の
文
化
的
価
値
に
数

行
を
さ
い
て
お
り
、
じ
つ
に
興
味
深
い
。
▽
新

幹
線
の
車
窓
か
ら
富
士
山
を
眺
め
、
東
京
や
京

都
で
古
い
木
造
旅
館
に
泊
ま
り
日
本
情
緒
を
楽

し
む
。
そ
ん
な
外
国
人
旅
行
者
が
最
近
増
え
て

い
る
と
聞
く
。
７
月
の
訪
日
外
国
人
数
は
１
０

０
万
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
都
内
の
大

手
町
で
は
、
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
旅
行
客

を
意
識
し
た
「
全
室
和
室
、温
泉
大
浴
場
完
備
」

の
新
し
い
ホ
テ
ル
の
計
画
が
あ
る
と
か
。
最
近

は
観
光
庁
と
い
う
お
役
所
も
で
き
た
。
資
源
小

国
日
本
だ
が
、
資
源
豊
か
な
観
光
と
木
材
。
両

者
の
結
び
つ
き
を
更
に
深
め
、
双
方
を
盛
り
立

て
る
工
夫
は
な
い
も
の
か
。�

（
中
山
）

雑 記 帳


